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ID 図
No. 区 面 出土地点 種別 器形 口径

（ｃｍ）
底径

（ｃｍ） 器高（cm） 残存度 胎土 技法・紋様・形態の特徴 釉調 推定年代 推定
産地

4 1 A 1 1 土 陶器 碗 [12.3] [4.9] 8.1 口 :1/3、底 : 完 淡泊 ロクロ成形、底部回転糸切痕、内外 : 淡緑灰釉 灰釉 17c 後半～
18c 前半

瀬戸
美濃

5 3 A 1 1 土 陶器 擂鉢 ― [9.4] ― 底 :1/3 淡褐色 内外：鉄釉、内面擂目 鉄釉

7 2 A 1 1 土 陶器 碗 [10.7] [4.5] 7.1 口 :1/2、底 : 完 淡泊 ロクロ成形、底部回転糸切痕、内外 : 淡緑灰釉 灰釉 18c 前半 瀬戸
美濃

ID 図
No. 区 面 出土地点 器種 最大長 / 

直径(cm)
最大幅
(cm)

最大厚 / 
高さ（cm）

重量 
（ｇ） 破損状況 備　考

52 4 A 検出面 砥石 (4.3) (4.1) (1.4) (18.1) 1/2 欠 側面と裏面に網目状の付着物あり
53 5 A 撹乱 石臼 (33.2) ― 9.1 (7320) 1/2 欠 下臼、使用により溝は著しく磨滅

ID 図
No. 区 面 出土地点 器種 最大長 

（cm）
最大幅 
（cm）

最大厚 
（cm）

重量 
（g） 金属種類 備　考

55 6 A 検出面 釘 6.68 0.84 0.59 3.7 Fe
56 7 A 2 礫上面 煙管吸口 5.4 9 9 4.1 Cu

ID 図
No. 区 面 出土地点 器種 長・口径

（cm）
幅・底径
（cm）

厚・高
（cm） 手法 破損状況 備考

57 8 A 1 検出面 漆椀 ― (6.4) ― 横木取り
（柾目） 3/4 以上欠 内面朱漆、外面黒漆

58 9 A 2 検出面 箸 (15.7) 0.7 0.5 板目 1/3 欠 白木
59 10 A 2 検出面 箸 (11.2) 0.7 0.5 板目 1/2 欠 白木
60 11 A 2 検出面 箸 (8.1) 0.6 0.5 板目 1/2 欠 白木

61 12 A 2 包含層 円板 7.9 3.1 1.0 板材（柾
目） １/2 欠 裏面・側面加工痕あり

S=1/30 10cm

S=1/30 10cm

S=1/50 20cm

S=1/20 5cm

S=1/30 10cm
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松
まつもとじょうかまちあと

本城下町跡

念
ね ん ら い じ

来寺

長
な が の け ん

野県松
ま つ も と し

本市 
中
ちゅうおう

央 4 丁
ちょうめ

目
1330-1 他

20202 157
36 度
14 分
04 秒

137 度
58 分
38 秒

20160301
～ 

20160331
計 118㎡

イオンモー
ル松本建設
事業

所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松本城下町跡
念来寺

社寺
 

近世 

土坑 3 基 陶器 
磁器 
金属製品 
石製品

ピット 4 基
窪地状遺構 1 基
暗渠排水遺構 1 基

要  約

　松本城下町跡念来寺は、松本市中央４丁目に所在する寺院址である。17 世紀前半に開山
されたと伝えられ、明治 3 年 (1870) 頃に廃仏毀釈政策により廃寺された。寺域が明確でな
いため、本調査では、建物建設地のうち遺跡範囲内に該当する部分を推定し、調査区とした。
旧念来寺域の南東隅部にあたる。 
　近世の遺構検出面は、近代の攪乱等により、およそ 5 割が既に失われていた。残存部には
寺院に関わる建物等の痕跡や遺物は検出されなかったが、調査区北西部で土坑・ピット・窪
地状遺構を確認し、南東部では暗渠排水遺構を確認した。このうち窪地状遺構は、複数の絵
図に描かれてる水路の一部であった可能性が高い。各遺構の時期は明確ではないが、出土遺
物は 17 世紀後半から 19 世紀中頃で、18 世紀前半を中心としている。


